
　

令
和
３
年
度
大
阪
府

　
　
　

在
宅
医
療
移
行
支
援
事
業

（
在
宅
医
療
普
及
促
進
事
業
）

在
宅
医
療
担
当
理
事　

米　

田　
　
　

円　

【
は
じ
め
に
】

　

大
阪
府
は
、
地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
金
（
医
療
分
野
）
を
活
用
し

た
在
宅
医
療
の
理
解
促
進
の
た
め
の
普
及
啓
発
支
援
事
業
お
よ
び
体
制
強

化
事
業
と
し
て
、
平
成
30
年
度
よ
り
補
助
事
業
「
大
阪
府
在
宅
医
療
移
行

支
援
事
業
（
在
宅
医
療
普
及
促
進
事
業
）
」
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
当
初

か
ら
本
会
は
毎
年
事
業
参
加
し
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
３
年
度
の
テ
ー
マ

は
「
在
宅
医
療
に
携
わ
る
医
療
従
事
者
等
の
理
解
促
進
」
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

【
事
業
目
的
】

　

患
者
や
家
族
が
、
医
療
従
事
者
か
ら
適
切
な
情
報
提
供
（
説
明
）
を
受

け
、
在
宅
医
療
の
選
択
肢
を
知
り
、
意
思
決
定
で
き
る
状
態
を
め
ざ
す
こ

と
。

【
事
業
実
施
内
容
】

　

本
会
で
は
、
在
宅
医
療
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
「
在

宅
医
療
を
考
え
る
会
」
を
定
期
的
に
開
催
し
て
参
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、

会
長
、
副
会
長
を
は
じ
め
、
在
宅
医
療
に
従
事
し
て
い
る
診
療
所
会
員
、

北
サ
ポ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
北
区
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
所
長
を
構

成
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
事
業
展
開
に
あ
た
っ
て
の
様
々
な
課
題
等
に
つ
い

て
協
議
し
て
お
り
ま
す
。
本
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
、
令
和
３
年
10
月
30

日
開
催
さ
れ
た
第
32
回
在
宅
医
療
を
考
え
る
会
に
て
協
議
し
た
結
果
、
在

宅
医
療
に
携
わ
る
医
療
従
事
者
を
対
象
に
、
事
例
検
討
会
と
し
て
第
11
回

在
宅
医
療
勉
強
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
以
下C

O
V

ID
-
1
9

）
が
流
行
し
て
い
る

こ
と
を
受
け
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
流
行
下
の
在
宅
医
療
に
つ

い
て
」
に
決
定
し
ま
し
た
。
講
師
は
、
大
阪
府
済
生
会
中
津
病
院　

院
長

補
佐　

今
西
裕
子
氏
を
招
聘
し
、
幾
つ
か
の
事
例
を
ご
提
示
頂
き
、
な
か

で
もC

O
V

ID
-
1
9

感
染
自
宅
療
養
者
に
お
け
る
在
宅
医
療
を
通
し
て
、
患

る
ー
む
302 

シ
リ
ー
ズ
２
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者
・
家
族
の
意
思
決
定
（
Ａ
Ｃ
Ｐ
：
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
）
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
流
行
の
収
束
に
目
途
が
つ
い
て
い
な
い
と
い
う
予
測
の
も
と
、

当
日
は
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に
、
会
場
参
加
お
よ
び
Ｗ
ｅ
ｂ
参
加
（
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
）
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
催
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

第
32
回
在
宅
医
療
を
考
え
る
会
終
了
後
に
、
今
西
氏
と
本
勉
強
会
に
つ

き
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
な
か
で
、
今
西
氏
ご
自
身
はC

O
V

ID
-
1
9

感
染
自

宅
療
養
者
に
対
す
る
健
康
観
察
事
業
に
は
従
事
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
直

接
的
な
関
わ
り
と
し
て
は
、
済
生
会
中
津
病
院
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

が
在
宅
患
者
の
訪
問
に
従
事
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
こ
で
偶

然
に
も
、
本
会
理
事
で
あ
る
西
平
綾
子
先
生
が
、C
O

V
ID

-
1
9

流
行
中
に

在
宅
看
取
り
を
さ
れ
た
経
験
の
な
か
で
、
同
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が

連
携
し
て
関
わ
っ
た
事
例
が
あ
る
こ
と
が
判
り
、
急
遽
、
西
平
先
生
に
講

師
依
頼
し
、
事
例
の
ご
発
表
を
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
に
西

平
先
生
、
今
西
氏
、
同
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
藤
原
恵
看
護
師
そ
し
て

当
方
の
４
者
に
よ
る
打
ち
合
わ
せ
を
経
て
、
最
終
的
に
講
演
を
２
部
制
と

し
、
講
演
１
を
今
西
氏
よ
り
「
コ
ロ
ナ
感
染
自
宅
療
養
者
へ
の
健
康
観
察

お
よ
び
医
療
連
携
へ
の
取
り
組
み
」
、
講
演
２
を
西
平
先
生
よ
り
「
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
Ａ
Ｃ
Ｐ
～
在
宅
看
取
り
事
例
を
経
験
し
て
～
」
と
し
て
開

催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

勉
強
会
当
日
は
会
場
内
の
飛
沫
感
染
防
止
策
と
し
て
、
参
加
者
全
員
に

マ
ス
ク
着
用
を
お
願
い
し
、
座
席
間
隔
を
確
保
、
演
台
や
司
会
者
席
の
前

に
は
透
明
ア
ク
リ
ル
板
を
設
置
し
ま
し
た
（
図
１
）
。

　

講
演
１
で
は
、
今
西
氏
よ
り
、C

O
V

ID
-
1
9

の
最
近
の
動
向
に
は
じ
ま

り
、
自
施
設
に
お
け
るC

O
V

ID
-
1
9

患
者
へ
の
対
応
、
宿
泊
施
設
へ
の
看

護
師
派
遣
、
自
宅
療
養
者
へ
の
訪
問
看
護
に
よ
る
健
康
観
察
事
業
の
と
り

く
み
や
医
療
連
携
等
、
幅
広
い
内
容
に
つ
い
て
ご
講
演
頂
き
ま
し
た
（
図

２
）
。
院
内
の
様
子
を
撮
影
し
た
数
多
く
の
ス
ラ
イ
ド
写
真
を
拝
見
す
る

こ
と
に
よ
り
、
院
内
で
のC

O
V

ID
-
1
9

患
者
へ
の
対
応
が
如
何
に
緊
迫
し

た
状
況
で
あ
っ
た
か
が
リ
ア
ル
に
把
握
で
き
る
内
容
で
し
た
。
講
演
の
最

後
の
方
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
家
族
と
離
れ
て
入
院
さ
れ
た
患
者
の
状
況
を

振
り
返
っ
て
み
た
場
合
、
家
族
の
支
援
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
が
理
解

で
き
る
と
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、C

O
V

ID
-
1
9

患
者
が
一
旦
入
院
す
る
と
、

面
会
謝
絶
と
な
り
、
そ
の
時
点
で
家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
断

た
れ
、
生
命
を
脅
か
す
状
況
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
生
き
方
に
つ
い
て

意
思
疎
通
を
と
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、
平
時
か
ら
医
療
に

携
わ
る
関
係
者
が
意
識
的
に
患
者
や
利
用
者
、
そ
の
家
族
と
話
し
合
う
機

会
を
設
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

講
演
２
で
、
西
平
先
生
に
は
先
述
し
た
よ
う
に
、
ご
自
身
が
在
宅
看
取

り
を
さ
れ
た
２
事
例
を
ご
発
表
頂
き
ま
し
た
（
図
３
）
。
２
例
共
に
、
在

宅
で
訪
問
診
療
を
さ
れ
て
い
た
超
高
齢
患
者
の
ケ
ー
ス
で
、
急
性
疾
患
で

病
院
に
入
院
さ
れ
た
後
、
家
族
の
希
望
で
在
宅
復
帰
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
看

取
り
に
至
っ
た
と
い
う
内
容
で
し
た
。
こ
の
ご
発
表
に
お
き
ま
し
て
も
、

一
度
入
院
と
な
れ
ば
、
家
族
と
離
れ
離
れ
に
な
り
、
一
切
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
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シ
ョ
ン
が
と
れ
な
く
な
る
と
い
う
問
題
が
背
景
に
あ
り
、
１
例
目
で
は
病

院
か
ら
退
院
し
た
と
き
の
家
族
側
と
医
療
者
側
と
の
療
養
方
針
を
巡
っ
て

ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
っ
た
こ
と
、
在
宅
看
取
り
を
す
る
に
あ
た
り
家
族
の
不
安

は
相
当
強
い
と
い
う
こ
と
、
２
例
目
で
は
Ａ
Ｃ
Ｐ
を
行
な
っ
て
い
た
と
し

て
も
、
い
ざ
と
い
う
と
き
は
意
志
決
定
に
苦
痛
を
感
じ
、
医
療
者
任
せ
に

す
る
場
合
が
あ
る
と
い
う
問
題
点
を
ご
指
摘
頂
き
ま
し
た
。
最
後
に
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
入
院
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
を
奪
い
、
大
切
な

別
れ
の
時
間
と
空
間
が
奪
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
在
宅
看
取
り
は
こ
の

状
況
を
回
避
す
る
一
つ
の
選
択
肢
に
な
る
。C

O
V

ID
-
1
9

流
行
中
の
入
退

院
の
際
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
実
施
し
に
く
い
状
況
で
あ
り
、
す
で
に
Ａ

Ｃ
Ｐ
を
あ
る
程
度
行
な
っ
て
い
て
も
、
そ
の
内
容
や
表
明
さ
れ
た
意
思
が

十
分
に
伝
達
さ
れ
に
く
く
な
る
。
従
っ
て
、
在
宅
看
取
り
に
関
わ
る
人
全

て
が
同
じ
気
持
ち
で
臨
め
る
様
、
病
院
・
か
か
り
つ
け
医
で
情
報
共
有
す

る
こ
と
が
重
要
と
い
う
ま
と
め
方
で
終
了
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
人
数
は
、
31
名
（
医
師
12
名
、
看
護
師
15
名
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

２
名
、
Ｃ
Ｍ
１
名
、
そ
の
他
１
名
）
、
こ
の
内
、
会
場
参
加
12
名
、
Ｗ
ｅ

ｂ
参
加
19
名
で
し
た
。
勉
強
会
終
了
後
、
会
場
参
加
者
に
は
用
紙
に
て
、

Ｗ
ｅ
ｂ
参
加
者
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
19
名

図１：会場風景

図２：今西裕子氏

図３：西平綾子先生
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か
ら
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
勉
強
会
の
内
容
に
つ
い
て
、
全

員
か
ら
講
演
１
、
２
共
に
「
大
変
良
か
っ
た
」
、
「
良
か
っ
た
」
と
の
回
答

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
講
演
１
に
関
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
病

院
内
の
過
酷
な
医
療
現
場
の
実
態
や
取
り
組
み
が
リ
ア
ル
に
理
解
で
き
た

と
い
う
意
見
が
多
数
を
占
め
て
い
ま
し
た
。
個
人
的
に
は
、
外
部
か
ら
は

な
か
な
か
把
握
し
き
れ
な
い
院
内
ス
タ
ッ
フ
の
並
々
な
ら
ぬ
奮
闘
努
力
に

敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
講
演
２
に
関
し
て
は
、
在
宅
看
取
り

の
事
例
を
通
し
て
、
Ａ
Ｃ
Ｐ
を
行
な
う
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

や
手
段
を
知
り
、
本
人
・
家
族
の
心
理
状
態
を
考
察
す
る
大
切
さ
を
学
ん

だ
と
い
う
意
見
が
目
立
っ
て
い
ま
し
た
。
経
過
中
、
本
人
や
家
族
の
意
志
・

感
情
、
ご
担
当
医
で
あ
る
西
平
先
生
や
協
力
す
る
訪
問
看
護
師
の
方
々
の

意
見
な
ど
が
複
雑
に
入
り
混
じ
り
、
途
中
で
家
族
の
意
向
が
変
化
す
る
等

多
様
で
、
気
を
使
う
場
面
が
幾
つ
も
あ
っ
た
筈
で
す
が
、
西
平
先
生
に
よ

る
懇
切
丁
寧
な
説
明
・
対
応
を
通
し
て
、
最
終
的
に
家
族
に
見
守
ら
れ
な

が
ら
最
期
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
ま
さ
に
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で

は
理
想
と
い
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
た
事
例
で
し
た
。

　

Ａ
Ｃ
Ｐ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
今
、
厚
生
労
働
省
が
高
齢
多
死
社
会
の

進
行
に
伴
い
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
に
対
応
す
る
た
め
の
施
策

と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
私
共
医
療
従
事
者
に
と
っ
て
、
今
後
も
在
宅

の
場
で
多
職
種
連
携
を
図
り
つ
つ
、
患
者
個
人
の
意
志
を
尊
重
し
、
人
生

の
最
終
段
階
を
迎
え
る
過
程
に
お
い
て
重
要
な
作
業
内
容
に
な
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
前
回
の
在
宅
医
療
勉
強
会
で
は
、
Ａ
Ｃ
Ｐ
に
つ
い

て
の
基
本
的
知
識
を
習
得
し
ま
し
た
が
、
今
回
はC

O
V

ID
-
1
9

流
行
の
な

か
、
実
際
の
医
療
現
場
や
事
例
を
通
し
て
Ａ
Ｃ
Ｐ
を
考
察
す
る
内
容
で
あ

り
、
そ
の
在
り
方
に
つ
い
て
認
識
で
き
た
と
い
う
点
で
も
、
本
講
演
内
容

は
有
意
義
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
ご
参
加
さ
れ
た

方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
勉
強
会
で
知
り
得
た
こ
と
を
在
宅
の
現
場
に

活
か
し
て
頂
け
る
な
ら
誠
に
幸
い
で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
勉
強
会
や
研
修

会
を
適
宜
企
画
し
、
在
宅
医
療
に
従
事
す
る
上
で
、
本
人
・
家
族
の
意
思

確
認
や
決
定
に
際
し
て
の
工
夫
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
増
や
し
て
い
き

た
い
所
存
で
す
。

【
最
後
に
】

　

本
事
業
実
施
に
あ
た
り
、
西
平
綾
子
先
生
、
今
西
裕
子
氏
に
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
ご
自
身
の
ご
施
設
で
の
業
務
が
多
忙
を
極
め
て
い
る
状
況
で
あ
る

に
も
関
わ
ら
ず
快
く
講
師
依
頼
に
応
じ
て
頂
き
ま
し
た
こ
と
に
大
変
感
謝

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
講
演
準
備
の
た
め
に
、
多
大
な
る
ご
尽
力
を
頂
き

ま
し
た
田
淵
会
長
は
じ
め
、
本
会
執
行
部
の
先
生
方
、
在
宅
医
療
を
考
え

る
会
委
員
の
方
、
北
サ
ポ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
さ
ら
に
は
準
備
の
た
め

に
ご
協
力
頂
い
た
本
会
事
務
局
員
の
方
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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